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in-situ 法などの被対象物の不定形の線源分布や空間線量率に起因する飛来放射線の測定では、アンフォー

ルディング法に用いる応答関数を一意に定めることができない。そこで、検出器の方向依存性および応答関

数作成時の照射モデルによる解へ不確かさを評価し、本手法に適する応答関数を検討する。 
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1. 緒言 

原発事故などによる広範囲の放射能汚染としての核種毎の空間線量率や放射能濃度を迅速に評価する手段

として、in-situ 測定法[1]がある。通常はエネルギー分解能に優れた HP-Ge 半導体検出器を用いるが、事故直

後等の高線量環境下での使用に限界や測定時の冷却準備が必要であり、緊急時への対応としては使い勝手の

面で課題があった。そこで、方向特性や高線量への対応が良好、かつ、使い勝手の面で優位性のあるシンチ

レーション検出器に着目し、エネルギー分析性能の向上を図る高精度な検出器の応答関数を用いたアンフォ

ールディング法[2]の in-situ 測定法への適用性を検討する。 

2. 方法 

 in-situ 測定法にアンフォールディング法を適用するた

め、任意空間から検出器へ入射する γ線の応答関数から、

測定環境中の γ 線フルエンス率を最も再現する解スペク

トルを検討する。そこで、EGS5[3]を用いて in-situ 測定時

の検出器を想定し、図 1 に示す 4 つの照射モデルに対す

る感度特性を評価する。なお、本評価は、サイズφ1 inch 

x 1 inch の市販 CeBr3 シンチレータとした。 

3. 結果および考察 

検出器への様々なエネルギーの γ線入射モデルに応じた感

度特性として、検出器側面への 90°方向平行ビーム照射モデ

ルに対する相対評価した（図 2）。結果、照射条件によって、

γ 線エネルギー毎に感度特性が異なっており、90°方向平行

ビーム照射モデルの応答関数を適用時には、約±20%の不確

かさを含むことが示唆された。発表では、in-situ 測定法に適

する応答関数（照射モデル）の検討結果についても報告する。 
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図 2 感度特性(相対値) 

図 1 応答関数の評価モデル 
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